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１．研究計画の概要 

 「グリム童話」は、世界各国の言葉に翻訳

され、現在では聖書に次いで広く普及してい

る。「その魅力の源を突き止め、グリム童話

の普遍的核心を摘出すると同時に、愛読者界

での誤解を正すこと」を本研究の目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）研究初年度である平成 18 年度におい

て、グリム童話ならびに世界の民話における

「死神」のモチーフを渉猟し、古典落語『死

神』とを比較･分析した。 

（２）平成 19 年度において、すでに提出し

てある7つの文化的変位が普遍的妥当性をも

つかを、ペローの童話とグリム童話とを比

較･分析した。（例えば、『眠りの森の王女』

と『いばら姫』（KHM50）、『サンドリヨン』と

『灰かぶり』（KHM21）である。） 

（３）平成 20 年度において、バジーレの童話

とグリム童話とを比較･分析した。ここにお

けるカニバリズムの問題を通じて、ドイツの

文化的変位とフランスの文化的変位を比

較・検討した。 

 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

〔理由〕当初の計画通りの実績を上げ、加

えてグリム童話に関する「アメリカの文化的

変位」に関して予想以上の研究成果を上げる

ことができた。 

 
４．今後の研究の推進方策 

（１）最終結論提示の準備ができている。「１

つの童話が異国に伝播されるとき、その童話

の文化的環境は、１．宗教的要素、２．人物

関係、３．解決手段、４．解決方法、５．登

場人物の職業、６．謝礼・報酬、７．処罰の

方法、８．果実、９．社会制度、10．文化の

成熟度、11．性の開放度、の点において異国

の伝統文化・習慣へと置き換えられる。」 

（２）グリム童話に関する「普遍妥当的変位」

が確定されることによって、気候的・地理

的・歴史的・文化的条件を超えて、子どもと

家庭の教育に大きな影響を与える「グリム童

話の普遍的核心」が明確になりつつある。 

（３）平成 21 年度は最終年度になるので、

報告書をまとめる予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 
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